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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/01     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   8/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   2/01    　　　　
   Ｂ０１Ｊ   8/12    ３１１　
   Ｃ０８Ｆ   2/34    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月19日(2011.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成長ポリマー粒子を、迅速流動化条件下で第１の重合区域（昇流管）を通して流し、昇
流管から排出して第２の重合区域（降流管）に導入し、これを通して緻密化形態で下向き
に流し、降流管から排出して昇流管中に再導入し、これによって昇流管と降流管との間の
ポリマーの循環を形成する、２つの相互接続重合区域内で行うα－オレフィン：ＣＨ２＝
ＣＨＲ（式中、Ｒは水素又は１～１２個の炭素原子を有する炭化水素基である）の気相重
合方法であって、
　（ａ）昇流管内に存在する気体混合物と異なる組成を有する液体バリヤＬＢを降流管の
上部中に導入することによって、昇流管内に存在する気体混合物が降流管に導入されるの
を完全か又は部分的に阻止し；
　（ｂ）降流管と昇流管との間を循環するポリマーの流速ＦＰと液体バリヤの流速ＬＢと
の間の比Ｒを１０～５０の範囲に調節する；
ことを特徴とする上記方法。
【請求項２】
　液体バリヤＬＢの部分的蒸発によって、降流管の上部において、ポリマーの下向きの流
れに対して対向流で動くガスの流れを生成させる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　液体バリヤＬＢが新しいオレフィンモノマーの凝縮から得られる、請求項１または２に
記載の方法。
【請求項４】
　液体バリヤＬＢが、気相反応器に連続的に再循環する気体流の一部の凝縮から得られる
、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
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　液体バリヤＬＢがＣ２～Ｃ８アルカンから選択される凝縮性不活性化合物を含む、請求
項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　流速ＦＰが１００ｔ／時～２５００ｔ／時の範囲である、請求項１～５のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項７】
　流速ＦＰと反応器から排出されるポリマーの流速との間の重量比が１０～６０の範囲で
ある、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　比Ｒ＝ＦＰ／ＬＢが１２～３０の範囲である、請求項１～７のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項９】
　降流管の底部の絞り部に配置されている制御バルブの開口、及び／又は降流管に導入す
る投入ガスの流速を変化させることによって流速ＦＰを調節する、請求項１～８のいずれ
か１項に記載の方法。
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